
生
産
金
額
お
よ
び
小
売
金
額

令
和
３
年
の
菓
子
推
定
生
産
数
量

令
和
３
年
の
菓
子
推
定
生
産
数
量

　
全
日
本
菓
子
協
会
は
令
和
３
年
の
菓
子
推
定
生
産
数
量
、
生
産
金
額
お
よ
び
小
売
金

額
を
推
計
し
公
表
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
は
戻
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
前
年
比

で
増
加
し
、
輸
出
入
は
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
概
要
は
次
の
通
り
。

全
体
概
要

生産数量 生産金額 小売金額
トン 億円 億円

飴菓子 141,700 1,750 2,330
前年比 99.1 99.4 98.7
構成比 7.4 7.2 7.1

チョコレート 244,110 3,900 5,520
前年比 100.1 100.8 100.9
構成比 12.7 16.1 16.7

チューインガム 18,950 510 755
前年比 99.7 100.0 100.0
構成比 1.0 2.1 2.3

せんべい 38,613 356 522
前年比 95.0 96.0 96.0
構成比 2.0 1.5 1.6

ビスケット 257,700 2,750 3,935
前年比 101.7 103.4 103.4
構成比 13.5 11.3 11.9

米　菓 214,587 2,832 3,777
前年比 97.8 101.3 101.3
構成比 11.2 11.7 11.4

和生菓子 268,180 3,509 4,276
前年比 106.0 107.0 108.0
構成比 14.0 14.4 13.0

洋生菓子 184,624 3,119 3,927
前年比 105.0 105.0 105.0
構成比 9.6 12.8 11.9

スナック菓子 284,437 3,198 4,570
前年比 100.2 100.9 100.3
構成比 14.8 13.2 13.9

油菓子 54,103 331 493
前年比 96.5 96.5 97.4
構成比 2.8 1.4 1.5

その他 211,239 2,021 2,870
前年比 101.9 101.9 101.9
構成比 11.0 8.3 8.7

合　計 1,918,243 24,276 32,975
前年比 101.2 102.4 102.3
構成比 100.0 100.0 100.0

令和３年 菓子の生産数量・生産金額
及び小売金額（推定）

生産数量 生産金額 小売金額
トン 億円 億円

半生菓子 28,628 303 480
前年比 104.9 103.8 105.3

【参考】半生菓子の状況（推定）（全国半生菓子協会調べ）

　

令
和
３
年（
２
０
２
１
年
）

は
、
前
年
に
続
き
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以

下「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

と
い
う
。）
の
影
響
を
受
け
、

年
初
か
ら
「
緊
急
事
態
宣
言

（
措
置
）」
や
「
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
」
が
断
続
的

に
発
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
９

月
末
に
漸
く
全
面
解
除
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
年
後
半
に
向

け
感
染
者
数
が
大
幅
に
減
少

し
社
会
経
済
活
動
も
徐
々
に

回
復
し
た
が
、
年
末
に
向
け

て
は
新
た
な
変
異
株
の
拡
大

も
あ
っ
て
、
そ
の
先
行
き
に

水
を
差
す
状
況
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
生
活
様

式
や
働
き
方
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
な
ど
が
変
化
し
、
い
わ

ゆ
る
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」

が
定
着
す
る
こ
と
に
な
り
、

菓
子
業
界
に
お
い
て
も
、
新

た
な
需
要
創
出
に
向
け
、
こ

う
し
た
状
況
に
合
わ
せ
た
新

商
品
開
発
、
健
康
志
向
商
品

の
強
化
、
地
域
を
超
え
た
企

業
同
士
の
コ
ラ
ボ
、
ネ
ッ
ト

通
販
の
導
入
・
拡
大
な
ど
、

様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、前
年
と
比
べ
る
と
、

い
わ
ゆ
る
巣
ご
も
り
需
要
は

落
ち
着
く
一
方
、
人
流
が
少

し
ず
つ
戻
っ
て
き
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
土
産
物
や
進
物
用

の
需
要
や
オ
フ
ィ
ス
需
要
等

も
戻
る
状
況
と
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な

ど
の
量
販
店
や
路
面
店
で
の

販
売
が
落
ち
着
く
一
方
、
依

然
低
調
で
は
あ
る
も
の
の
都

市
部
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
駅
・
空
港
、
観
光
地

・
行
楽
地
な
ど
で
の
販
売
が

増
加
し
た
。

　

一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
は
、
前
年
同
様
ほ
ぼ
消
失

し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
輸

出
は
、
海
外
の
社
会
経
済
活

動
の
緩
和
等
も
あ
っ
て
、
前

年
比
28
・
１
％
増
の
３
５
３

億
円
（
注
）
と
伸
長
し
、
平

成
３
０
年
（
２
０
１
８
年
）

の
３
０
５
億
円
を
大
幅
に
上

回
り
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
背
景
と

し
、
令
和
３
年
の
菓
子
業
界

は
、
商
品
ジ
ャ
ン
ル
や
業
務

形
態
な
ど
に
よ
っ
て
差
は
み

ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準

に
は
戻
ら
な
か
っ
た
が
、
本

取
組
を
始
め
て
以
降
最
大
の

下
げ
幅
と
な
っ
た
前
年
か
ら

売
上
は
増
加
し
、生
産
数
量
、

生
産
金
額
、
小
売
金
額
は
と

も
に
前
年
を
上
回
っ
た
。

　

ジ
ャ
ン
ル
別
に
み
る
と
、

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」、「
ビ
ス

ケ
ッ
ト
」、「
和
生
菓
子
」、「
洋

生
菓
子
」、「
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
」、「
そ
の
他
」
は
、
生
産

数
量
、
生
産
金
額
、
小
売
金

額
と
も
に
前
年
を
上
回
っ
た
。

　

一
方
、「
飴
菓
子
」、「
せ

ん
べ
い
」、「
油
菓
子
」
は
、

生
産
数
量
、
生
産
金
額
、
小

売
金
額
と
も
に
前
年
を
下
回

っ
た
。

　

「
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
」、「
米

菓
」
は
、
生
産
数
量
は
前
年

を
下
回
っ
た
も
の
の
、
生
産

金
額
、
小
売
金
額
は
前
年
を

上
回
っ
た
。

　

な
お
、
菓
子
の
需
要
拡
大

に
向
け
、
引
き
続
き
、
菓
子

業
界
全
体
で
、
食
育
的
な
観

点
か
ら
「
菓
子
需
要
喚
起
施

策
」（「
店
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
「
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」）

に
取
り
組
み
、
消
費
者
に
対

し
菓
子
の
よ
さ
等
に
関
す
る

訴
求
な
ど
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、「
小
学
生
向
け
オ
リ

ジ
ナ
ル
絵
本
」の
配
布
や「
外

国
人
向
け
サ
イ
ト
」
の
普
及

に
取
り
組
ん
だ
。

　

以
上
が
令
和
３
年
の
生
産

数
量
・
生
産
金
額
等
（
推
定
）

に
つ
い
て
の
概
説
で
あ
る

が
、
令
和
４
年
に
入
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
数
が
大
幅
に
増
加
し
、
全

国
的
に
「
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
」
が
発
出
さ
れ
、
再

び
社
会
経
済
活
動
が
制
約
さ

れ
る
状
況
に
な
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
、
世
界
的
な
農
産
物

需
給
の
ひ
っ
迫
、
海
上
輸
送

コ
ン
テ
ナ
不
足
、
円
安
、
原

油
高
等
を
背
景
に
、
原
材
料

価
格
、
物
流
費
、
包
装
資
材

価
格
な
ど
が
上
昇
し
て
お
り

コ
ス
ト
増
へ
の
対
応
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
等
か
ら
、
商
品
ジ
ャ
ン

ル
や
業
務
形
態
に
よ
っ
て
程

度
は
異
な
る
も
の
の
、
菓
子

業
界
へ
の
影
響
が
大
き
く
懸

念
さ
れ
る
。

（
注
）
こ
の
デ
ー
タ
は
、
全

日
本
菓
子
協
会
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
農
林
水
産
省
公

表
資
料
で
み
て
も
、
令
和
３

年
の
菓
子
類
の
輸
出
額
は
前

年
比
21
・
３
％
増
の
３
０
１

億
円
と
平
成
30
年
（
２
０
１

８
年
）
の
２
４
８
億
円
を
大

幅
に
上
回
り
、
過
去
最
高
と

な
っ
て
い
る
。

　

令
和
３
年
の
輸
出
は
、
前

年
比
28
・
１
％
増
の
３
５
３

億
円
で
あ
り
、平
成
30
年（
２

０
１
８
年
）
の
３
０
５
億
円

を
大
幅
に
上
回
り
過
去
最
高

と
な
っ
た
。
集
計
し
て
い
る

全
て
の
品
目
に
つ
い
て
増
加

す
る
と
と
も
に
、「
チ
ュ
ー

イ
ン
ガ
ム
」、「
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
菓
子
（
一
部
）」、「
ス
イ

ー
ト
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」、「
あ
ら

れ
、せ
ん
べ
い
そ
の
他
米
菓
」

な
ど
の
品
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
水
準
を
大
き
く
上
回
っ

た
。

　

一
方
、
輸
入
は
、
前
年
比

28
・
１
％
増
の
７
１
７
億
円

で
、
こ
れ
も
平
成
30
年
（
２

０
１
８
年
）
の
６
１
０
億
円

を
大
幅
に
上
回
り
過
去
最
高

と
な
っ
た
。
集
計
し
て
い
る

ほ
ぼ
全
て
の
品
目
に
つ
い
て

増
加
す
る
と
と
も
に
、「
チ

ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
」、「
キ
ャ
ン

デ
ー
類
」、「
ビ
ス
ケ
ッ
ト（
一

部
）」、「
ワ
ッ
フ
ル
及
び
ウ

エ
ハ
ー
」
な
ど
の
品
目
は
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
を
大
き

く
上
回
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
２
面
に
続
く
）

令
和
３
年
輸
出
入

の
結
果
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ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
広
島
チ
ョ
コ
ラ
の
イ
ベ
ン
ト

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

共
楽
堂
本
社
工
場
で
焼
き
立
て
広
島

チ
ョ
コ
ラ
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
販
売

広　島広　島

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
い
ま
す

和
菓
子
司 

南
海
堂

和歌山和歌山
　

世
界
登
録
遺
産
の
地
、
熊

野
権
現
で
修
行
を
つ
む
年
若

く
美
し
い
体
つ
き
の
修
行
僧

安
珍
と
庄
屋
の
娘
清
姫
と
大

恋
愛
の
す
え
裏
切
ら
れ
た
清

姫
は
、
恨
み
は
燃
え
る
炎
と

な
り
そ
の
身
は
蛇
に
、
口
か

ら
赤
い
炎
を
は
き
逃
げ
る
安

珍
を
御
坊
市
の
近
く
に
あ
る

道
成
寺
ま
で
追
い
詰
め
釣
り

鐘
の
中
に
隠
れ
た
安
珍
を
焼

き
殺
し
泣
く
泣
く
近
く
の
日

高
川
に
身
を
投
げ
た
と
い
う

悲
恋
で
有
名
な
安
珍
、
清
姫

物
語
。

　

道
成
寺
近
く
で
１
０
０
年

余
り
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
和

菓
子
司
南
海
堂
３
代
目
山
本

敦
弘
さ
ん
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
蔓
延
の
中
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
市
民
の
お
茶
菓
子

と
し
て
ま
た
観
光
寺
道
成
寺

を
訪
れ
た
人
に
人
気
の
「
清

姫
ま
ん
じ
ゅ
う
」
生
地
に
は

シ
ッ
ク
リ
工
夫
、
甘
み
を
押

さ
え
た
こ
し
あ
ん
で
包
餡
し

観
光
客
に
人
気
の
あ
る
饅
頭

で
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息

し
て
観
光
客
が
も
と
の
よ
う

に
戻
っ
て
く
れ
る
事
を
願
っ

て
い
ま
す
。
手
焼
き
で
夏
は

大
変
で
す
が
頑
張
り
ま
す
と

山
本
店
長
が
意
気
込
み
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
菓
子
工
業
組
合

事
務
局
長
・
高
橋
義
明

山本店長

清姫まんじゅう

　

３
月
11
日
、
12
日
、
13
日

の
三
日
間
、
共
楽
堂
本
社
工

場
（
広
島
県
三
原
市
皆
実
）

に
お
い
て
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

広
島
チ
ョ
コ
ラ
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
た
。

　

ち
な
み
に
広
島
チ
ョ
コ
ラ

は
広
島
県
内
の
酪
農
家
が
作

る
「
サ
ゴ
タ
ニ
牛
乳
」
を
つ

か
っ
た
濃
厚
な
生
チ
ョ
コ
の

味
が
特
徴
の
焼
き
菓
子
で
、

プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
蝶
野
正
洋

さ
ん
の
Ｃ
Ｍ

が
流
れ
て
い
た
こ
と
で
も
お

な
じ
み
だ
。

　

当
日
自
ら
接
客
を
行
っ
て

い
た
同
社
代
表
取
締
役
社
長

芝
伐
敏
宏
（
52
）
に
よ
る
と

「
今
回
の
第
６
波
は
三
原
で

も
多
く
の
陽
性
者
が
出
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓

延
し
な
か
な
か
買
い
物
に
も

出
か
け
ら
れ
な
い
と
い
う
声

も
あ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

な
ら
感
染
リ
ス
ク
も
抑
え
ら

れ
、
そ
れ
で
い
て
ち
ょ
っ
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
感
も
あ
り
お

客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
と
企
画
し

ま
し
た
。
ま
た
、
広
島
チ
ョ

コ
ラ
は
お
土
産
で
お
買
い
上

げ
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
な

か
な
か
焼
き
立
て
を
お
召
し

上
が
り
い
た
だ
く
機
会
も
な

か
っ
た
の
で
そ
の
面
で
も
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

か
と
。
初
め
て
の
こ
と
で

色
々
大
変
で
し
た
が
、
友
人

で
同
業
の
埼
玉
の
「
沢
田
本

店
」
の
沢
田
社
長
が
以
前
こ

の
よ
う
な
企
画
を
さ
れ
て
い

た
の
で
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ

き
な
が
ら
試
行
錯
誤
で
進
め

て
い
き
ま
し
た
。
時
間
が
な

く
十
分
な
宣
伝
活
動
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
中
国
新
聞
折
込
の
み
）
結

果
２
０
０
人
以
上
の
お
客
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
な
か
に
は
、
学
生
時
代

の
友
達
や
後
輩
な
ど
懐
か
し

い
顔
も
あ
り
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」と
の
こ
と
だ
。

　

今
後
は
感
染

状
況
を
鑑
み
な

が
ら
「
作
り
立

て
ひ
と
つ
ぶ
の
マ
ス
カ
ッ

ト
」
や
「
焼
き
立
て
ほ
く
ほ

栗
」
な
ど
の
企
画
も
考
え
て

い
き
た
い
と
ま
す
ま
す
イ
メ

ー
ジ
が
膨
ら
む
。

　

ち
な
み
に
こ
の
取
り
組
み

は
提
供
す
る
側
に
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
ふ
た
た
び
芝
伐

氏
「
通
常
こ
の
よ
う
な
企
画

を
す
る
と
商
品
が
余
っ
た
り

足
り
な
く
な
っ
た
り
す
る
、

い
わ
ゆ
る
商
品
ロ
ス
や
チ
ャ

ン
ス
ロ
ス
の
問
題
が
あ
る
の

で
す
が
、
基
本
的
に
今
作
っ

て
い
る
商
品
の
一
部
を
焼
き

立
て
で
提
供
す
る
の
で
す
か

ら
残
り
は
通
常
商
品
に
な

り
、
無
駄
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
製
造
数
は
全
店
分
で
す

か
ら
足
り
な
く
な
る
可
能
性

も
少
な
い
。
お
客
様
に
作
り

立
て
を
食
べ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
且
つ
弊
社
と
し
て

も
安
心
し
て
で
き
る
一
石
二

鳥
の
取
り
組
み
な
ん
で
す
」

　

今
後
の
企
画
に
期
待
し
た

い
。

　

広
島
県
菓
子
工
業
組
合
・

増
田
製
粉
㈱
・
中
川
慎
司

広
島
チ
ョ
コ
ラ

「全国菓子工業組合連合会PL保険制度」のご案内
◇大切な商品にPL保険をご契約頂くことで『大切なお客様』を守ります◇
● 新規申込締切日：2022年5月20日（金）　　　● 更新申込締切日：2022年3月25日（金）
● 保険期間：2022年7月1日（金）午後4時～2023年7月1日（土）午後4時〈1年間〉　※中途加入は随時受付いたします。（ご指定がない限りお申込日の翌月1日から開始となります。）

取 扱 代 理 店：全菓連共済ビルヂング株式会社　☎03-3400-8901
引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社　東京中央支店
　　　　　　　〒108-6111  東京都港区港南2-15-2 品川インターシティB棟11階  ☎03-5781-6577

※この保険は全国菓子工業組合連合会が保険契約者となる団体契約です。
※本制度にご加入できる方は、全国菓子工業組合連合会の組合員に限られます。 
※このご案内は全国菓子工業組合連合会 PL 保険制度の概要を紹介したものです。
   保険の内容はパンフレットをご覧ください。
   詳細は契約者である団体の代表者に渡してあります保険約款によりますが、
　ご不明な点がございましたら代理店にお尋ねください。

 2022年3月作成　21-T06106

1. 生産物賠償責任〈PL〉保険（基本加入） 組合員の皆様が製造・販売した飲食物により、お客様に身体の障害（食中毒や病気・ケガ）を
与え法律上の損害賠償責任を負ったことで被る損害を補償します。

制度の概要

5.リコール保険
     （オプション）
　 （生産物回収費用保険）
製造・販売等を行った食品に起因して健康
被害等の発生またそのおそれがある場合
に、その被害の発生または拡大の防止を目
的として回収等の措置を実施することに
より生じた費用を補償します。

4. 施設賠償責任保険
　 （オプション）

看板・給排水設備など店舗施設の管理不備
や店舗における仕事の遂行により、他人の
身体・生命を害し、または財物を損壊したこ
とについて法律上の損害賠償責任を負った
ことによって被る損害を補償します。

2. 初期対応費用担保特約
　 （オプション）

対人事故の被害者への見舞金等の社会通
念上妥当な初期対応費用の支出を補償し
ます。

3. 食中毒利益担保特約
　 （オプション）

食中毒の発生により営業を阻害され、また
は休止を余儀なくされた場合、休業期間中
の喪失利益（営業利益＋経常費）等を補償
します。

＋ 2022年度より
リコール保険料が変更になり、

よりご加入いただきやすく
なりました。

資料請求・
お問合せ先

　

令
和
３
年
の
全
国
・
１
世

帯
当
り（
２
人
以
上
の
世
帯
）

の
菓
子
支
出
金
額
は
、
商
品

ジ
ャ
ン
ル
別
で
み
る
と
、
程

度
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
、せ
ん
べ
い（
米

菓
）、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
和
生

菓
子
、
洋
生
菓
子
、
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
、
他
の
菓
子
が
前
年

を
上
回
り
、
キ
ャ
ン
デ
ー
が

前
年
を
下
回
っ
た
。
全
体
で

は
前
年
比
１
０
３
・
１
％（
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
除
く
菓
子

類
で
は
、
前
年
比
１
０
３
・

５
％
）
と
な
っ
た
。

　

な
お
、「
生
産
数
量
・
生

産
金
額
及
び
小
売
金
額
（
推

定
）」
と
の
差
異
は
、
家
計

調
査
が
家
計
消
費
支
出
以
外

の
贈
答
用
・
土
産
用
商
品
な

ど
の
需
要
を
含
ん
で
い
な
い

こ
と
な
ど
調
査
方
法
に
違
い

が
あ
る
こ
と
等
が
要
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
が
、
明
確
な

要
因
分
析
は
難
し
い
。

令
和
３
年
家
計
調

査
報
告
の
結
果

（
１
面
か
ら
続
く
）

菓 子 工 業 新 聞 令和４年４月15日第997号 （２）（第三種郵便物認可） （毎月 15 日発行）
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オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
　

春
季
例
会
開
催

〝
セ
レ
ン
ピ
ア
〟の
学
習

静　岡静　岡

伝
統
の
　
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
で
地
域
活
性
化

御
菓
子
司 

双
味
庵

青　森青　森
　

２
月
16
日
（
水
）
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
昨
年
に
続
き
本
年

も
「
春
季
例
会
」
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
特
に

今
回
は
多
く
の
方
が
参
加
し

や
す
い
時
間
帯
を
と
言
う
こ

と
で
午
後
６
時
か
ら
の
開
会

と
し
た
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
不
備
、
不
慣
れ
な
方
の

た
め
に
リ
ア
ル
会
場
も
用
意

さ
れ
た
。
会
場
は
静
岡
駅
近

く
の
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
あ
ざ
れ
あ
」、
併
せ

て
行
わ
れ
た
勉
強
会
も
こ
こ

か
ら
発
信
さ
れ
た
。
今
年
の

勉
強
会
の
テ
ー
マ
は
静
岡
県

及
び
富
士
市
で
補
助
金
制
度

ま
で
設
け
普
及
に
力
を
入
れ

て
い
る
「
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）」

が
企
画
さ
れ
た
。
こ
れ
は
富

士
市
に
研
究
所
の
あ
る
日
本

製
紙
株
式
会
社
の
製
品
で
木

の
パ
ル
プ
を
原
料
と
し
た
も

の
で
工
業
製
品
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
も
の
だ
が
近
年
、
食

品
へ
の
応
用
が
実
施
さ
れ
、

す
で
に
県
内
に
お
い
て
も
数

社
で
採
用
さ
れ
そ
の
効
能
は

実
証
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
製
紙
㈱
か
ら
は
講
師

の
Ｃ
Ｎ
Ｆ
研
究
所
・
八
木
智

弘
氏
を
は
じ
め
関
係
者
４
名

が
出
席
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
い
説
明
が
行
わ
れ
た
。

Ｃ
Ｎ
Ｆ
（
商
品
名
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ

ｎ
ｐ
ｉ
ａ
・
セ
レ
ン
ピ
ア
）

の
機
能
は
①
擬
塑
・
チ
キ
ソ

性
、
②
低
曳
糸
性
（
べ
た
つ

き
な
し
）、
③
粘
度
安
定
性

（
低
温
～
高
温
）、
④
懸
濁

・
乳
化
安
定
性
、
⑤
―
1
保

水
性
（
あ
ん
こ
）
―
２
保
水

性
（
多
加
水
パ
ン
）、
⑥
気

泡
安
定
性
（
蒸
し
パ
ン
）
が

あ
り
、
応
用
と
し
て
は
「
ど

ら
や
き
」「
カ
ス
テ
ラ
」「
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」「
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
」「
生
ク
リ
ー
ム
」「
水

よ
う
か
ん
」「
あ
ん
こ
・
ジ

ャ
ム
」
な
ど
幅
広
い
。
例
え

ば
ど
ら
焼
き
で
は
成
形
性
の

安
定
、
保
湿
性
に
よ
り
瑞
々

し
い
生
地
、
細
か
い
気
泡
に

よ
る
食
感
改
善
が
み
ら
れ
る

等
。
使
用
量
も
総
重
量
の
０

・
05
％
～
０
・
１
％
と
微
量

で
あ
り
他
の
添
加
物
と
置
き

換
え
る
こ
と
が
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
。
使
用
方
法
は

水
溶
液
に
し
て
添
加
す
る
こ

と
と
、
直
接
、
砂
糖
ま
た
は

小
麦
粉
に
混
合
し
て
添
加
す

る
方
法
が
あ
る
が
水
溶
液
の

方
が
効
果
は
大
き
い
、
た
だ

し
、
水
溶
液
を
作
る
ジ
ュ
ー

サ
ー
ミ
キ
サ
ー
が
あ
る
程

度
、
大
き
い
も
の
が
必
要
で

課
題
が
あ
り
質
問
の
中
に
水

溶
液
に
し
た
も
の
が
販
売
で

き
な
い
か
な
ど
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
点

に
も
優
れ
た
要
素
が
あ
る
。

材
料
が
木
材
、
そ
れ
も
間
伐

材
で
あ
り
国
内
で
森
林
を
育

て
ら
れ
、
森
林
は
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
叶
え

る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
ま
た
、
非
可
食

性
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
を
使
用

の
た
め
自
然
食
品
の
保
護
に

も
な
る
。

　

会
場
で
は
セ
レ
ン
ピ
ア
使

用
の
お
菓
子
を
試
食
し
な
が

ら
受
講
し
熱
心
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
、
す
で
に
使
用
さ

れ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
の
豊
か
な
若

月
理
事
長
の
補
足
説
明
も
行

わ
れ
た
。
品
質
向
上
に
期
待

の
持
て
る
素
材
で
あ
り
、
社

会
貢
献
に
も
役
立
つ
こ
と

で
、
受
講
者
に
は
サ
ン
プ
ル

が
送
ら
れ
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ

の
商
品
に
合
わ
せ
試
行
が
望

ま
れ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は

今
回
で
２
回
目
で
あ
る
が
ま

だ
ま
だ
改
善
点
が
多
く
見
ら

れ
た
。
機
会
を
増
や
し
学
習

し
て
課
題
を
克
服
す
る
こ
と

が
必
要
と
感
じ
た
。

　

静
岡
県
菓
子
工
業
組
合
顧

問
理
事
・
森
田
紀

　

青
森
県
は
言
わ
ず
と
知
れ

た
林
檎
の
一
大
産
地
で
す

が
、
当
支
部
の
あ
る
弘
前
市

は
林
檎
生
産
量
が
日
本
一
の

林
檎
の
街
で
す
。

　

そ
ん
な
弘
前
市
で
す
か

ら
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
提
供

し
て
い
る
洋
菓
子
店
は
も
ち

ろ
ん
、
和
菓
子
屋
や
ベ
ー
カ

リ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
喫
茶

店
、
ホ
テ
ル
な
ど
数
え
る
だ

け
で
も
40
店
舗
以
上
の
お
店

で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
地
元
に
根
ざ
し
た

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
町
お
こ
し

に
と
、
地
元
観
光
協
会
が
２

０
１
０
年
か
ら
『
弘
前
ア
ッ

プ
ル
パ
イ
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
』

を
作
成
し
、
市
民
は
も
ち
ろ

ん
観
光
客
に
も
各
店
独
自
の

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の
食
べ
歩
き

を
し
て
も
ら
お
う
と
広
く
宣

伝
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
様
々
な
提
供
店
の
中

で
も
、
今
回
は
昔
か
ら
地
域

で
愛
さ
れ
て
い
る
昔
な
が
ら

の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
製
造
販

売
し
て
い
る
『
御
菓
子
司 

双
味
庵
』
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

創
業
は
１
９
４
２
年
（
昭

和
17
年
）
に
初
代
店
主
の
大

和
田
金
蔵
さ
ん
が
和
菓
子
だ

け
で
な
く
洋
菓
子
も
販
売
す

る
ハ
イ
カ
ラ
な
菓
子
店
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
お
店
で

す
。
店
名
の
由
来
も
和
と
洋

の
味
を
提
供
す
る
お
店
と
い

う
意
味
合
い
も
込
め
て
双
味

庵
と
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

　

初
代
の
ス
タ
イ
ル
に
、
更

に
城
下
町
で
茶
道
文
化
も
盛

ん
な
弘
前
に
お
い
て
、
茶
席

菓
子
に
も
力
を
入
れ
始
め
、

多
店
舗
経
営
に
発
展
さ
せ
た

２
代
目
の
大
和
田
晃
一
さ

ん
、
そ
し
て
現
在
は
晃
一
さ

ん
の
ご
長
男
で
当
組
合
の
監

事
で
も
あ
り
ま
す
大
和
田
善

嗣
さ
ん
が
関
東
（
東
京
、
神

奈
川
）
で
の
修
業
を
経
て
お

店
の
後
を
継
ぎ
、
奥
様
の
優

子
さ
ん
と
伝
統
を
守
り
つ
つ

最
新
の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

も
敏
感
に
対
応
し
た
老
若
男

女
に
愛
さ
れ
る
ご
商
売
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
双
味
庵
さ
ん
で
す

が
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
は
５
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
現
在
で
は
弘
前
市
中
心

に
洋
菓
子
専
門
店
や
洋
風
な

お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
が
増

え
、
各
店
で
提
供
さ
れ
る
ア

ッ
プ
ル
パ
イ
の
ス
タ
イ
ル
も

様
々
な
進
化
を
遂
げ
、
見
た

目
も
味
も
製
法
も
新
し
い
感

覚
の
商
品
が
増
え
て
き
て
い

る
中
、
双
味
庵
さ
ん
の
ア
ッ

プ
ル
パ
イ
は
大
正
ロ
マ
ン
が

漂
う
よ
う
な
、
ど
こ
か
ホ
ッ

と
す
る
昔
な
が
ら
の
ビ
ジ
ュ

ア
ル
に
、
使
用
す
る
林
檎
も

品
種
は
弘
前
産
の
紅
玉
に
こ

だ
わ
り
、
和
菓
子
屋
で
あ
り

な
が
ら
パ
イ
生
地
も
自
店
で

仕
込
む
と
い
う
こ
だ
わ
り
。

紅
玉
の
煮
林
檎
も
ラ
ム
酒
と

シ
ナ
モ
ン
で
香
り
付
け
を

し
、
懐
か
し
い
風
味
が
口
の

中
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
津

軽
の
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
全

国
か
ら
お
取
り
寄
せ
す
る
フ

ァ
ン
を
も
虜
に
す
る
ア
ッ
プ

ル
パ
イ
で
す
。

　

店
舗
で
の
販
売
は
も
と
よ

り
、
市
が
管
理
す
る
観
光
施

設
併
設
の
カ
フ
ェ
な
ど
に
も

提
供
し
、
ハ
イ
カ
ラ
な
城
下

町
『
弘
前
』
を
ア
ッ
プ
ル
パ

イ
で
盛
り
上
げ
る
一
翼
を
を

担
っ
て
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
地
方
へ
の
旅
行
も

気
軽
に
は
出
来
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
近
い
将
来
収

束
し
ま
し
た
ら
、
是
非
、
津

軽
弘
前
へ
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の

食
べ
歩
き
を
研
修
旅
行
に
入

れ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
！

　

青
森
県
菓
子
工
業
組
合
中

弘
支
部
支
部
長
・
川
嶋
将
晃

　

札
幌
市
内
の
67
店
舗
が
参

加
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
で
需
要

が
落
ち
込
む
菓
子
店
の
消
費

拡
大
を
図
ろ
う
と
ス
イ
ー
ツ

王
国
札
幌
推
進
協
議
会
、
札

幌
洋
菓
子
協
会
、
札
幌
パ
フ

ェ
推
進
委
員
会
、
北
海
道
菓

子
工
業
組
合
が
連
携
し
札
幌

市
内
の
菓
子
店
に
呼
び
か
け

こ
の
時
期
に
相
応
し
い『
雪
』

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ス
イ
ー
ツ

販
売
を
初
め
て
企
画
し
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
は
札
幌
市
の

観
光
需
要
回
復
支
援
事
業
を

活
用
し
て
実
施
。
札
幌
の
ス

イ
ー
ツ
の
魅
力
を
広
く
発
信

す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
お
菓
子
に
欠
か
せ

な
い
生
乳
を
原
料
と
す
る
牛

乳
や
バ
タ
ー
、

チ
ー
ズ
と
い
っ

た
乳
製
品
を
使

っ
た
お
菓
子
を

販
売
。
昨
夏
か

ら
の
給
食
需
要

減
で
年
末
か
ら
大
量
廃
棄
が

懸
念
さ
れ
る
生
乳
の
消
費
に

も
貢
献
し
よ
う
と
試
み
ま
し

た
。
生
乳
の
大
量
廃
棄
は
春

休
み
に
再
燃
す
る
可
能
性
も

あ
り
少
し
で
も
生
乳
の
消
費

に
貢
献
出
来
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。

　

な
か
で
も
『
楽
し
い
・
可

愛
い
・
美
味
し
い
お
菓
子
を

集
め
て
札
幌
駅
構
内
の
商
業

施
設
（
札
幌
パ
セ
オ
）
に
も

Ｐ
Ｏ
Ｐ　

Ｕ
Ｐ　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ

Ｅ
を
設
置（
22
社
参
加
）し
て

乳
製
品
を
原
料
に
使
用
し
た

商
品
を
前
面
に
う
た
っ
て
い

ま
す
。
期
間
中
11
日
間
に
わ

た
り
〝
さ
っ
ぽ
ろ
の
真
っ
白

な
雪
〟〝
観
光
地
〟
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
こ
の
時
期
な

ら
で
は
の
各
店
の
限
定
ス
イ

ー
ツ
を
展
開
。
ス
イ
ー
ツ
店

の
紹
介
と
合
わ
せ
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ク
ー
ポ
ン
券
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。
待
ち
に

待
っ
た
札
幌
雪
ま
つ
り
の
開

催
に
合
わ
せ
て
期
間
を
設
定

し
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
今

年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
状
況
か
ら
札
幌

雪
ま
つ
り
は
２
年
続
い
て
中

止
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

地
元
の
放
送
各
局
や
新
聞
報

道
で
、
テ
レ
ビ
番
組
や
ニ
ュ

ー
ス
に
こ
の
ス
ノ
ー
ス
イ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
が
も
う
一
つ
の

雪
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
話
題

と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
う
し
た
新
た
な
る

取
り
組
み
が
う
ま
れ
て
育
ち

進
化
し
て
い
け
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

北
海
道
菓
子
工
業
組
合
専

務
理
事
・
久
木
利
弘

若月理事長あいさつ

講師の八木智弘氏

日本製紙㈱勉強会スタッフ
薮野氏、稲川氏、飯田氏、八木氏

勉強会会場風景

昔ながらのアップルパイ（カット）

大和田善嗣社長と奥様の優子さん

北海道北海道 　雪をテーマにしたスイーツイベント

SAPPORO SNOW SWEETS FESTA
（サッポロ スノウ スイーツ フェスタ）

開催期間（令和4年２月4日～ 27 日迄）

　　『ＰＯＰ ＵＰ ＳＴＯＲＥは、楽しい・
　　 可愛い・美味しいをワンストップで・・』
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伝
統
と
開
拓
で
お
菓
子
の
価
値
向
上
へ

伊
勢
市

藤
屋
窓
月
堂

　
今
回
ご
紹
介
す
る
会
社

は
、
三
重
県
伊
勢
市
に
居
を

構
え
る
「
有
限
会
社
藤
屋
窓

月
堂
」
様
で
す
。
明
治
初
年

創
業
で
和
菓
子
は
文
化
で
あ

り
、
生
活
に
ゆ
と
り
と
う
る

お
い
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

る
と
の
認
識
の
も
と
に
、
お

菓
子
の
色
、
形
、
味
に
こ
だ

わ
っ
て
、
真
心
を
込
め
て
菓

子
つ
く
り
を
お
こ
な
い
、
餡

こ
そ
和
菓
子
の
生
命
で
あ
る

と
考
え
、
北
海
道
産
の
う
ず

ら
豆
、
小
豆
を
仕
入
れ
、
自

家
製
餡
に
こ
だ
わ
っ
た
お
店

で
す
。

　
店
舗
は
伊
勢
神
宮
の
内
宮

門
前
町
で
あ
る
「
お
は
ら
い

町
」
に
て
暖
簾
を
ま
も
り
、

地
域
の
方
や
参
拝
さ
れ
る

方
々
に
愛
さ
れ
な
が
ら
盛
業

さ
れ
、
現
在
で
は
本
店
（
お

は
ら
い
町
）、
本
館
（
国
道

23
号
線
沿
）、宮
町
支
店
（
市

内
宮
町
今
ノ
社
前
）
の
直
営

３
店
と
卸
売
先
数
社
で
営
業

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
品
は
、
創
業
以
来
の
メ

イ
ン
商
品
の
「
利
休
饅
頭
」

を
は
じ
め
、
守
武
の
松
（
と

ら
焼
）、
季
節
の
上
生
菓
子
、

朝
生
菓
子
、
棹
菓
子
、
羊
羹
、

カ
ス
テ
ラ
、
ブ
ッ
セ
、
焼
菓

子
、
落
雁
、
慶
弔
用
引
菓
子
、

紅
白
上
用
饅
頭
、
鯛
菓
子
、

赤
飯
等
、
和
菓
子
全
般
に
わ

た
っ
て
製
造
、
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
お
話
を
６

代
目
で
あ
り

現
在
34
歳
の

若
き
リ
ー
ダ
ー
吉
尾
雄
介
社

長
に
お
伺
い
い
た
し
ま
し
た
。

〜
吉
尾
社
長
が
社
長
に
就
任

さ
れ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
〜

　
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
千

葉
県
で
し
て
大
学
時
代
に
叔

父
の
お
店
で
あ
る
こ
こ
藤
屋

窓
月
堂
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始

め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
時

み
た
、
職
人
さ
ん
た
ち
の
手

つ
き
を
み
て
和
菓
子
職
人
と

い
う
道
も
い
い
な
と
こ
の
世

界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　
和
菓
子
職
人
に
な
り
た
い

と
大
叔
父
に
告
げ
た

と
こ
ろ
、
基
礎
を
し

っ
か
り
学
び
に
行
き

な
さ
い
と
「
東
京
製

菓
学
校
」
に
入
学
し

２
年
の
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
帰
っ
て

か
ら
は
工
場
で
の
勤

務
な
ど
を
得
て
現
在

に
至
り
ま
す
。

〜
大
変
変
わ
っ
た
経

歴
を
お
持
ち
で
す
が

老
舗
の
お
店
に
外
部

か
ら
入
る
ご
苦
労
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
？
〜

　
そ
こ
は
全
く
問
題
な
か
っ

た
で
す
。
40
代
く
ら
い
の
職

人
の
方
ば
か
り
で
し
た
の
で

皆
さ
ん
か
ら
優
し
く
迎
え
て

い
た
だ
き
日
々
学
び
な
が
ら

の
よ
い
時
間
を
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。

〜
現
状
の
商
品
を
大
切
に
し

な
が
ら
他
業
種
と
の
コ
ラ
ボ

商
品
も
た
く
さ
ん
出
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
き
っ
か
け

は
ど
う
い
っ
た
も
の
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？
〜

　
「
明
野
高
等
学
校
」
様
と

の
コ
ラ
ボ
菓
子
を
作
る
こ
と

を
き
っ
か
け
に
こ
う
い
う
菓

子
つ
く
り
も
面
白
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
津

市
の
有
名
な
フ
レ
ン
チ
レ
ス

ト
ラ
ン
「
ミ
ュ
ゼ
ボ
ン
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ン
」
様
と
の
コ
ラ
ボ
ど

ら
焼
き
や
地
元
の
人
気
洋
菓

子
店
「
フ
ラ
ン
フ
ラ
ン
」
様

と
の
焼
き
菓
子
、「
富
士
珈

琲
」
様
と
の
わ
ら
び
餅
や
水

よ
う
か
ん
な
ど
作
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
ら
い
ず
れ
も

ご
紹
介
や
た
ま
た
ま
の
ご
縁

か
ら
な
る
も
の
で
ご
縁
の
不

思
議
さ
と
尊
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

〜
そ
の
よ
う
な
ご
縁
も
き
っ

と
吉
尾
社
長
の
人
柄
な
の
か

な
と
思
い
ま
す
ね
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
ご
商
売
に
関
し
て
は

何
か
影
響
あ
り
ま
し
た
か
？

〜　
伊
勢
は
観
光
地
と
い
う
こ

と
も
あ
り
打
撃
は
あ
り
ま
し

た
が
幸
い
に
し
て
地
元
の
お

客
様
の
個
人
消
費
の
伸
び
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
し
、
先
ほ

ど
話
し
た
よ
う
な
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
新
た
な
商
品
展
開
が
で
き

て
い
た
の
で
助
か
り
ま
し

た
。
お
や
つ
需
要
の
商
品
開

発
を
進
め
た
こ
と
が
困
難
な

時
代
に
も
立
ち
向
か
え
る
な

と
い
う
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

〜
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

す
ね
。
今
後
の
展
開
な
ど
は

ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

〜　
伊
勢
市
は
遷
宮
も
控
え
て

い
ま
す
し
、
そ
の
時
に
出
せ

る
お
菓
子
な
ど
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
菓

子
の
価
値
を
上
げ
て
い
く
こ

と
を
今
後
も
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
伝
統
あ
る
地
で
新
し
い
価

値
観
を
開
拓
し
盛
業
さ
れ
て

い
る
吉
尾
社
長
の
お
話
を
聞

き
さ
ら
な
る
発
展
を
感
じ
ま

し
た
。
吉
尾
社
長
の
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
全
菓
連
青
年
部
中
部
ブ
ロ

ッ
ク
長
・
岡
本
伸
治

利
休
饅
頭

月
と
犬

吉尾雄介社長

藤屋窓月堂
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高崎菓子まつり

分
散
型
イ
ベ
ン
ト

で
街
を
活
性
化
！

高
崎
菓
子
ま
つ
り

群　馬群　馬

多
事
多
難
を
追
い
出
せ
！

地
域
と
共
に
歩
む

福　岡福　岡
　

私
達
高
崎
菓
子
組
合
は
古

く
か
ら
組
合
主
導
の
販
売
行

事
「
菓
子
ま
つ
り
」
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
途
中
変
化
や

中
断
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

２
０
１
４
年
「
市
民
還
元
・

お
菓
子
の
力
で
笑
顔
に
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
復
活
さ
せ
て

か
ら
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
秋

の
一
大
事
業
と
し
て
行
政
と

一
体
に
な
っ
て
街
を
盛
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
感
染
症
拡
大
の

影
響
を
う
け
、
２
０
２
０
年

は
中
止
、
２
０
２
１
年
も
今

年
こ
そ
は
と
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
も
の
の
夏
に
中

止
前
提
の
延
期
の
判
断
が
下

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
市
民
の
声

や
、
行
政
の
後
押
し
、
ま
た

組
合
内
か
ら
で
の
議
論
を
受

け
て
、
菓
子
屋
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
想

い
が
強
ま
り
、つ
い
に
は「
そ

れ
で
は
感
染
拡
大
防
止
に
最

大
限
配
慮
し
た
形
で
実
行
し

よ
う
」
と
菓
子
ま
つ
り
の
開

催
が
決
定
し
ま
し
た
。
参
加

店
を
募
り
、
各
店
舗
で
集
客

に
つ
な
が
る
よ
う
な
目
玉
商

品
を
作
り
、
開
催
期
間
を
長

く
し
て
、
各
店
舗
が
各
店
舗

を
宣
伝
す
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
他
に
も

コ
ラ
ボ
商
品
を
企
画
し
た

り
、
買
い
物
特
典
を
用
意
し

た
り
と
、
普
段
で
き
な
い
よ

う
な
組
合
員
同
士
の
横
の
連

携
を
使
っ
た
企
画
を
立
て
ま

し
た
。
そ
れ
は
今
ま
で
の
集

客
型
か
ら
、
各
店
舗
へ
の
促

す
よ
う
な
分
散
型
の
ち
ょ
う

ど
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

開
催
時
期
は
年
度
の
行

事
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

も
あ
り
、
秋
も
年
末
年
始
も

過
ぎ
た
節
句
の
ち
ょ
う
ど
忙

し
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

店
舗
の
参
加
数
は
多
く
は
な

く
、
同
時
に
厳
し
い
声
も
あ

り
ま
し
た
。
と
に
か
く
時
間

が
な
く
、
短
い
期
間
で
企
画

や
調
整
、
広
報
は
と
て
も
大

変
で
し
た
が
、
や
る
気
の
あ

る
組
合
員
た
ち
が
色
々
な
意

見
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
率
先

し
て
仕
切
っ
て
く
れ
た
お
か

げ
で
、
結
果
と
し
て
は
イ
ベ

ン
ト
事
業
と
し
て
形
あ
る
良

い
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

同
時
に
広
報
不
足
は
必
至

で
し
た
。
お
客
さ
ん
は
果
た

し
て
来
る
の
か
、
ど
こ
ま
で

周
知
さ
れ
て
い
る
の
か
、
開

催
ま
で
、
い
え
、
開
催
中
も

不
安
で
し
た
。
状
況
が
上
手

く
つ
か
め
な
い
ま
ま
修
正
も

で
き
な
い
ま
ま
あ
っ
と
い
う

間
に
期
日
は
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
広
報
不
足
を
始

め
と
し
て
、
結
果
目
玉
が
少

し
弱
か
っ
た
こ
と
、
参
加
店

舗
を
多
く
で
き
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
反
省
点
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
参
加

店
舗
か
ら
、
結
果
去
年
実
績

よ
り
売
上
が
良
か
っ
た
、
新

規
が
多
か
っ
た
、
な
ど
と
話

を
聞
く
と
、
あ
あ
や
っ
て
よ

か
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
お
客
様
か
ら
次
は

い
つ
？
こ
う
い
う
の
が
な
い

と
ね
！
な
ど
と
い
う
お
声
も

あ
り
、
次
に
繋
げ
ら
れ
る
成

果
を
得
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

参
加
ま
で
色
々
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
組
合
員
に
利

益
が
な
い
、
や
っ
て
も
意
味

が
な
い
。
そ
れ
で
も
実
施
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
大
変
な
の
は
お
店
も
お

客
も
皆
同
じ
で
す
。
経
済
的

に
も
精
神
的
に
も
疲
弊
し
て

い
く
中
で
、
何
が
無
事
で
何

が
駄
目
な
の
か
を
絶
え
ず
自

分
た
ち
で
考
え
判
断
し
、
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
た
ま
ま
そ
れ

を
発
散
で
き
ず
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。
利
益
と
い
う
意
味

で
は
微
々
た
る
も
の
で
す

し
、
逆
に
労
力
に
見
合
わ
な

い
部
分
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
組
合
と
し

て
何
か
が
で
き
た
こ
と
、
そ

れ
に
対
し
て
確
か
な
反
応
が

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
縁
を

紡
ぎ
次
に
繋
げ
ら
れ
る
成
果

を
得
ら
れ
た
こ
と
は
何
事
に

も
代
え
難
く
、
お
客
様
の
声

を
頂
い
た
と
き
、
改
め
て
菓

子
屋
と
し
て
「
お
客
様
の
た

め
に
」
が
実
践
で
き
た
こ
と

の
喜
び
、
ま
た
「
市
民
還
元

・
お
菓
子
の
力
で
笑
顔
に
」

の
初
心
を
取
り
戻
せ
た
感
慨

は
ひ
と
し
お
で
す
。
一
人
で

は
で
き
な
い
こ
と
を
み
ん
な

で
や
り
遂
げ
た
こ
と
は
全
て

に
通
じ
る
こ
と
だ
と
、
改
め

て
認
識
で
き
た
こ
と
で
、
こ

の
世
情
を
新
た
な
気
持
で
乗

り
越
え
よ
う
と
思
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

高
崎
菓
子
工
業
組
合
・
小

見
製
菓
代
表
取
締
役
・
相
川

賀
保

各店舗で分散して開催

　

令
和
５
年
３
月
に
創
業
１

０
０
年
を
迎
え
る
当
店
は
福

岡
県
宮
若
市
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

福
岡
市
と
北
九
州
市
の
間

に
位
置
し
、
大
手
自
動
車
メ

ー
カ
ー
が
本
社
を
構
え
関
連

企
業
も
多
数
立
地
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
こ
近
年
は
市

と
連
携
協
定
を
結
ん
だ
流
通

大
手
が
、
廃
校
と
な
っ
た
校

舎
や
商
業
施
設
跡
地
を
再
利

用
し
、
複
合
宿
泊
施
設
や
レ

ス
ト
ラ
ン
、
Ａ
Ｉ
事
業
の
研

究
施
設
を
開
設
す
る
な
ど
、

町
の
様
子
も
徐
々
に
変
化
し

て
い
ま
す
。

　

炭
鉱
が
華
や
か
な
頃
、
瀬

川
菓
子
舗
の
初
代
は
山
口
県

萩
市
よ
り
移
住
し
、
実
兄
が

菓
子
製
造
に
携
わ
っ
て
い
た

影
響
で
本
人
も
こ
の
業
界
に

身
を
置
き
菓
子
の
卸
を
始
め

ま
し
た
。
２
代
目
は
そ
の
道

を
継
ぎ
卸
、
給
食
パ
ン
、
小

売
業
と
幅
広
く
展
開
し
た

が
、
石
炭
産
業
の
斜
陽
と
共

に
規
模
を
縮
小
。
３
代
目
は

製
造
小
売
り
一
本
で
立
て
直

し
を
図
り
、
炭
鉱
の
鉱
害
復

旧
で
工
場
と
店
舗
を
新
築
し

和
洋
菓
子
の
店
を
構
え
ま
し

た
。
そ
の
後
、
４
代
目
が
か

じ
取
り
を
す
る
平
成
23
年
に

法
人
化
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

元
々
宮
若
市
は
の
ど
か
な

田
園
風
景
の
広
が
る
土
地
で

米
や
野
菜
、
果
物
の
生
産
が

盛
ん
で
す
。

　

食
味
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
取
る
米
農
家
も
あ

り
葡
萄
や
梨
、
柿
、
栗
は
全

国
に
も
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
店
で
は
地
元
の
米
粉

を
使
っ
た
サ
ブ
レ
や
新
鮮
な

果
物
を
丸
ご
と
使
用
し
た
大

福
を
製
造
し
て
お
り
ま
す
。

水
も
清
ら
か
で
菓
子
作
り
に

は
適
し
た
土
地
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
様
な
わ
が
町
で
最
も

特
徴
的
な
も
の
が
【
追
い
出

し
猫
】
で
す
。

　

か
つ
て
宮
若
市
に
あ
っ
た

清
水
寺
に
伝
わ
る
民
話
が
元

と
な
っ
て
お
り
「
お
寺
で
悪

事
を
働
く
大
ネ
ズ
ミ
を
退
治

し
て
く
れ
た
猫
」
が
、
災
い

を
追
い
払
う
縁
起
物
と
し
て

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
般
的
に
招
き
猫
は
ご
存

じ
で
し
ょ
う
が
、【
追
い
出

し
猫
】
と
は
怒
っ
た
顔
に
ほ

う
き
を
持
つ

姿
で
悪
を
追

い
払
う
表
の

顔
、
反
対
の
笑
顔
は
幸
運
を

招
く
と
い
う
表
裏
一
体
の
不

思
議
な
姿
な
の
で
す
。

　

町
の
至
る
所
に
【
追
い
出

し
猫
】
が
登
場
し
ま
す
。
大

き
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
公
共

の
乗
り
物
、
掲
示
板
、
市
民

に
給
付
さ
れ
た
エ
コ
バ
ッ
ク

な
ど
。
も
ち
ろ
ん
当
店
で
も

【
追
い
出
し
猫
】
の
菓
子
を

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
注
し
た
追
い
出
し
猫
の

最
中
皮
を
、
餡
入
り
の
他
、

も
な
か
の
サ
ブ
レ
や
フ
ロ
ラ

ン
タ
ン
な
ど
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
焼
印
を
使
用

し
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
に
あ
し
ら

っ
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
で
も
当
店
を
知
ら

な
い
お
客
様
で
【
追
い
出
し

猫
】
を
見
聞
き
し
た
猫
好
き

の
方
か
ら
問
合
せ
を
受
け
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

地
元
民
に
と
っ
て
愛
ら
し

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
心
の
癒

し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
、
菓
子
製
造
業
に
と

っ
て
は
コ
ロ
ナ
だ
け
で
な
く

原
材
料
等
の
高
騰
、
働
く
環

境
の
変
化
等
今
ま
で
の
取
り

組
み
や
考
え
方
を
見
直
さ
ざ

る
を
得
な
い
要
因
ば
か
り
で

す
。

　

し
か
し
、お
客
様
の
癒
し
、

や
す
ら
ぎ
、
喜
び
を
お
手
伝

い
で
き
る
素
晴
ら
し
い
業
界

で
す
。

　

【
追
い
出
し
猫
】
に
ち
な

ん
で
不
安
や
焦
り
、
沈
み
が

ち
な
気
持
ち
な
ど
の
悪
を
追

い
出
し
、
安
心
安
全
な
菓
子

を
作
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
今

後
も
取
り
組
み
、
幸
せ
を
招

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

【
追
い
出
し
猫
】
ぜ
ひ
検

索
し
て
み
て
く
だ
さ
い

　

福
岡
県
菓
子
工
業
組
合
・

株
式
会
社
瀬
川
・
代
表
取
締

役
・
瀬
川
隆
司

追
い
出
し
猫
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

追
い
出
し
猫
シ
リ
ー
ズ
の
菓
子
と
専
用
ボ
ッ
ク
ス

追い出し猫の最中だね
左側 追い出し猫　右側 招き猫／表裏一体
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コ
ロ
ナ
で
も
芋
菓
子
で
頑
張
り
ま
す

上
尾
市
大
木
製
菓
有
限
会
社

埼　玉埼　玉

美
味
し
い
物
を
富
山
へ

富
山
ら
し
さ
を
全
国
へ

ボ
ン
リ
ブ
ラ
ン

富　山富　山
　

私
は
ボ
ン
リ
ブ
ラ
ン
の
２

代
目
の
松
井
敏
幸
で
す
。
当

社
は
創
業
者
の
会
長
松
井
信

夫
が
、
創
業
し
て
来
年
１
月

で
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現

在
富
山
県
内
に
リ
ブ
ラ
ン
店

が
、
17
店
舗
、
別
ブ
ラ
ン
ド

の
ヴ
ェ
ル
フ
ヲ
ン
ス
店
が
２

店
舗
、
石
川
県
に
、
ト
ゥ
ー

ル
モ
ン
ド
・
シ
ュ
シ
ュ
店
を

２
店
舗
、
計
21
店
舗
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

当
時
後
発
だ
っ
た
当
社

が
、
急
成
長
し
た
の
は
、
富

山
で
初
め
て
生
ク
リ
ー
ム
を

使
っ
た
ケ
ー
キ
を
作
っ
た
か

ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
富

山
に
な
い
美
味
し
い
も
の
を

富
山
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
一
心
で
次
か
ら

次
へ
と
新
し
い
お
菓
子
を
作

り
続
け
て
来
ま
し
た
。
私
が

入
社
し
た
創
業
20
周
年
の
年

に
、　

生
菓
子
中
心
の
店
舗

か
ら
、
洋
菓
子
、
和
菓
子
、

ギ
フ
ト
商
品
、
和
、
洋
の
そ

れ
ぞ
れ
の
飲
食
部
門
を
備
え

た
総
合
店
舗
「
リ
ブ
ラ
ン
総

本
店
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
進

物
用
の
お
菓
子
を
展
開
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

２
年
後
に
、
現
在
の
本
社

工
場
が
あ
る
南
央
町
オ
ム
ニ

パ
ー
ク
に
移
転
し
、
生
産
を

拡
大
し
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
に
、
代
表
銘
菓

「
甘
金
丹
」
を
発
売
し
、
富

山
に
な
い
美
味
し
い
も
の
を

富
山
へ
か
ら
今
度
は
、
富
山

ら
し
さ
を
全
国
へ
と
い
う
こ

と
で
、
薬
都
富
山
を
象
徴
す

る
薬
と
菓
子
を
掛
け
合
わ
せ

た
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
「
甘
金

丹
」
、
更
に
も
う
1
品
富
山

の
お
饅
頭
と
い
う
こ
と
で

「
富
也
萬
」
と
い
う
パ
イ
饅

頭
を
セ
ッ
ト
で
売
り
出
し
、

富
山
の
代
表
銘
菓
そ
し
て
お

土
産
と
し
て
、
広
く
ご
愛
顧

を
頂
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
発
売
33
年
を

記
念
し
て
、「
甘
金
丹
」
に

新
し
い
仲
間
を
２
種
類
加

え
、
甘
金
丹
美
味
三
味
と
し

て
発
売
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
の
１
年
半
は
コ
ロ
ナ
禍

で
、
旅
行
者
も
ビ
ジ
ネ
ス
客

も
ほ
と
ん
ど
な
く
甘
金
丹
も

売
り
上
げ
が
激
減
し
て
、
何

と
か
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
お
土
産
と
し
て

売
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
富

山
の
人
に
も
っ
と
食
べ
て
頂

こ
う
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

ま
で
も
沢
山
食
べ
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
は

無
理
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
私
は
そ
う
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
以
前
地

元
の
中
学
校
に
い
ろ

い
ろ
な
職
業
の
人
が

１
年
生
に
そ
れ
ぞ
れ

の
職
業
の
話
を
す
る

機
会
が
あ
っ
て
、
私
も
パ
テ

ィ
シ
エ
の
仕
事
の
話
を
し
た

時
に
、
生
徒
さ
ん
た
ち
に
甘

金
丹
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と

半
分
く
ら
い
の
子
た
ち
が
知

ら
な
い
と
答
え
ま
し
た
。
そ

の
時
二
人
の
靴
の
営
業
マ
ン

が
ア
フ
リ
カ
へ
行
っ
た
と

き
、
一
人
は
み
ん
な
素
足
で

生
活
し
て
い
る
の
で
靴
は
売

れ
な
い
と
報
告
し
、
も
う
一

人
は
こ
れ
か
ら
沢
山
売
れ
ま

す
と
報
告
し
た
と
い
う
の
を

思
い
出
し
て
、
当
然
み
ん
な

甘
金
丹
の
こ
と
を
知
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ

の
時
の
半
分
の
子
が
知
ら
な

い
と
い
う
事
実
は
、
や
り
方

に
よ
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
や
れ

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
確
信
し
ま
し
た
。
そ
し

て
美
味
三
味
と
し
て
発
売

し
、
１
ヶ
月
で
甘
金
丹
の
プ

レ
ー
ン
は
５
％
ほ
ど
減
少
し

ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
20

％
増
の
販
売
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
季
節
に
よ
っ
て

別
の
味
の
甘
金
丹
を
開
発
し

て
お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る

よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

富
山
市
菓
子
工
業
組
合
会

長
・
松
井
敏
幸

甘
金
丹
美
味
三
味

　

２
年
以
上
続
い
て
い
る
コ

ロ
ナ
騒
動
は
菓
子
業
界
に
大

き
な
混
乱
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
特
に
和
菓
子
屋
の
影
響

が
大
き
く
祝
事
と
法
事
を
含

む
ギ
フ
ト
商
品
が
壊
滅
的
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
コ
ロ
ナ
の

影
響
は
有
っ
て
も
得
意
な
原

材
料
に
絞
っ
て
専
門
的
に
菓

子
製
造
販
売
を
頑
張
っ
て
い

る
店
舗
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
芋
菓
子
で
頑
張
る
上
尾
市

大
木
製
菓
有
限
会
社
を
紹
介

し
ま
す
。

　

代
表
の
大
木
浩
一
さ
ん
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。「
昭
和

９
年
に
上
尾
市
に
大
木
製
菓

を
創
業
し
、
最
初
は
店
売
り

を
や
ら
ず
川
越
市
を
中
心
に

芋
納
豆
と
芋
け
ん
ぴ
の
卸
売

専
門
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

約
40
年
前
に
『
彩
火
菓
庵
お

お
き
』
を
上
尾
市
街
地
に
開

店
さ
せ
店
売
り
を
開
始
し
ま

し
た
。
10
年
前
に
息
子
の
売

店
と
し
て
川
越
市
に
『
芋
屋

初
代
仙
次
郎
』
を
開
店
し
店

売
り
専
門
店
に
な
り
ま
し

た
。
創
業
以
来
の
芋
納
豆
は

平
成
６
年
全
菓
博
で
大
臣
栄

誉
を
い
た
だ
き
、
芋
け
ん
ぴ

は
平
成
10
年
に
全
菓
博
栄
誉

大
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
年
前
に
川
越
店
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
、
芋
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
の
販
売
を
始
め
さ
つ
ま

芋
チ
ッ
プ
ス
を
店
頭
で
揚
げ

て
川
越
芋
チ
ッ
プ
ス
と
し
て

量
り
売
り
の
実
演
販
売
し
た

と
こ
ろ
売
り
上
げ
が
大
き
く

伸
び
ま
し
た
。
上
尾
市
も
人

口
は
多
い
で
す
が
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
観
光
に
力
を
入
れ
て

い
る
場
所
で
は
売
れ
行
き
が

一
味
違
い
ま
す
。
観
光
客
が

多
い
川
越
店
が
好
調
な
の
で

買
い
物
客
が
多
い
大
宮
そ
ご

う
の
銘
店
売
り
場
に
出
店
し

て
み
ま
し
た
」

　

創
業
以
来
の
芋
け
ん
ぴ
は

商
品
名
『
い
も
松
葉
』。
芋

納
豆
は
商
品
名
『
妹
小
町
』

と
名
付
け
て
み
た
そ
う
で

す
。
両
方
と
も
に
創
業
以
来

変
わ
ら
ぬ
看
板
商
品
で
す
。

ギ
フ
ト
商
品
開
発
に
も
余
念

が
な
く
、
折
角
の
看
板
商
品

を
食
べ
き
り
サ
イ
ズ
に
個
包

装
し
て
芋
納
豆
を
『
金
の

芋
』
、
さ
つ
ま
芋
チ
ッ
プ
ス

を
『
銀
の
芋
』
と
同
じ
商
品

を
容
量
に
よ
っ
て
違
う
商
品

名
に
し
た
と
こ
ろ
好
評
だ
そ

う
で
す
。
次
の
芋
菓
子
と
し

て
研
究
中
な
の
が
林
檎
と
芋

餡
を
パ
イ
生
地
で
包
ん
で
焼

い
た
『
ポ
テ
リ
ン
ゴ
』
で
ま

だ
ま
だ
研
究
中
だ
そ
う
で

す
。
10
年
前
か
ら
生
菓
子
も

作
り
始
め
て
芋
羊
羹
や
ス
イ

ー
ト
ポ
テ
ト
の
定
番
品
か
ら

さ
つ
ま
芋
プ
リ
ン
と
多
彩
な

芋
菓
子
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で

す
。
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
以
降
は
桜

餅
等
和
菓
子
か
ら
流
行
の
フ

ル
ー
ツ
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
ま
で

お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
れ

ば
な
ん
で
も
き
め
細
か
く
製

造
し
は
じ
め
ま
し
た
。
根
本

に
あ
る
の
は
さ
つ
ま
芋
で
綴

る
芋
菓
子
の
物
語
。
コ
ロ
ナ

の
よ
う
な
菓
子
店
経
営
の
危

機
に
あ
っ
て
一
つ
の
原
材
料

に
こ
だ
わ
り
続
け
る
個
性
の

差
別
化
と
強
さ
が
有
り
ま
す
。

　

埼
玉
県
菓
子
工
業
組
合
副

理
事
長
兼
専
務
理
事
・
中
島

祥
夫

銘
菓
色
々

芋
菓
子
い
っ
ぱ
い
の
店
内
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わ
れ
て
い
る
。
ア
フ
ィ
リ
エ

イ
ト
サ
イ
ト
数
は
３
０
０
万

サ
イ
ト
を
越
え
、
広
告
主
数

は
２
２
，
０
０
０
以
上
。
何

ら
か
の
成
果
発
生
に
応
じ
て

企
業
が
メ
デ
ィ
ア
側
へ
手
数

料
を
支
払
う
仕
組
み
で
あ
る

が
、
２
０
２
１
年
11
月
の
個

人
メ
デ
ィ
ア
会
員
の
獲
得
し

た
報
酬
額
は
最
高
で
３
２
０

万
円
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　

株
式
会
社
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
発
表
し

て
い
る
決
算
資
料
に
よ
る

と
、
メ
デ
ィ
ア
数
は
年
々
右

肩
上
が
り
に
伸
び
て
い
る
も

の
の
、
広
告
主
で
あ
る
企
業

登
録
は
横
ば
い
推
移
で
あ

る
。
働
き
た
い
人
は
増
え
て

い
る
の
に
求
人
広
告
が
少
な

い
と
い
う
、
コ
ロ
ナ
前
の
特

に
採
用
難
で
あ
っ
た
時
期
に

は
な
か
な
か
考
え
に
く
い
状

況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
の
業
績
悪
化
で
広
告
宣

伝
費
を
削
減
し
て
い
る
企
業

の
増
加
や
、
そ
も
そ
も
ア
フ

ィ
リ
エ
イ
ト
と
い
う
広
告
宣

伝
手
法
に
未
だ
懐
疑
的
な
経

営
者
が
少
な
く
な
い
事
や
、

興
味
は
あ
る
が
ど
う
し
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た

企
業
担
当
者
が
多
い
事
な

ど
、
広
告
主
数
が
横
ば
い
推

移
の
理
由
は
様
々
考
え
得
る

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
状

食
品
Ｅ
Ｃ
市
場
だ
が
、
当
然

い
ず
れ
は
需
要
供
給
バ
ラ
ン

ス
が
逆
転
す
る
転
換
点
を
過

ぎ
顧
客
の
奪
い
合
い
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
時
期

が
く
る
。

　

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
加
速

度
的
に
進
行
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
時
期
が
く

る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
っ
て

い
る
と
い
う
事
だ
。
利
用
者

数
が
伸
び
続
け
る
タ
イ
ミ
ン

グ
に
あ
る
成
長
期
の
商
売
で

は
、
目
の
前
の
顧
客
１
人
を

大
切
に
す
る
よ
り
も
新
し
い

顧
客
獲
得
に
力
を
注
い
だ
方

が
業
績
ア
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
は

速
い
。

　

た
だ
し
、
成
熟
期
以
降
の

商
売
で
は
成
長
期
に
獲
得
し

て
育
成
し
た
固
定
客
の
存
在

が
非
常
に
重
要
度
を
増
し
て

く
る
。
そ
の
こ
と
を
見
越
し

て
今
の
う
ち
に
、
新
規
集
客

を
進
め
る
傍
ら
で
顧
客
育
成

も
行
え
る
か
ど
う
か
で
今
後

の
成
長
性
が
変
わ
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。

　

私
の
関
係
先
で
は
今
ま
さ

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
～
年
末
年

始
商
戦
の
新
規
獲
得
施
策
に

心
血
を
注
ぎ
つ
つ
も
、
優
良

顧
客
へ
の
年
賀
状
準
備
も
進

め
て
い
て
大
忙
し
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
道
な
努
力
が
実

を
結
ぶ
時
が
必
ず
来
る
。
天

台
宗
ハ
ワ
イ
別
院
の
偉
い
お

坊
さ
ん
が
、
人
の
人
生
に
つ

い
て
「
思
っ
た
通
り
に
は
な

ら
な
い
が
、
や
っ
た
と
お
り

に
は
な
る
」
と
い
っ
て
い

た
。
企
業
の
業
績
も
同
じ
だ

ろ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

ャ
ネ
ル
の
話
に
移
る
。

　

Ｅ
Ｃ
事
業
の
戦
略
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
る
と
、
独

自
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
は
持
っ
た
方

が
良
い
の
か
？
楽
天
や
Ａ
ｍ

ａ
ｚ
ｏ
ｎ
は
ど
こ
に
出
店
す

れ
ば
よ
い
の
か
？
と
い
っ
た

質
問
を
し
ば
し
ば
受
け
る
。

人
そ
れ
ぞ
れ
と
い
う
便
利
な

回
答
が
あ
り
そ
う
な
問
だ

が
、
実
は
も
っ
と
シ
ン
プ
ル

か
つ
重
要
な
正
解
が
あ
る
。

全
部
出
店
す
る
、
と
い
う
も

の
だ
。

　

Ｅ
Ｃ
市
場
は
全
国
商
圏
と

い
わ
れ
る
が
、
実
は
ユ
ー
ザ

ー
の
利
用
す
る
端
末
や
ポ
イ

ン
ト
な
ど
に
よ
っ
て
商
圏
は

分
断
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た

方
が
良
い
。
楽
天
ゴ
ー
ル
ド

カ
ー
ド
ユ
ー
ザ
ー
は
楽
天
市

場
で
の
買
い
物
を
主
と
し
、

Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
で
の
買
い
物
は
ほ
と
ん
ど

し
な
い
。
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
プ

ラ
イ
ム
会
員
は
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ

ｎ
で
の
買
い
物
を
主
と
し
、

楽
天
市
場
で
の
買
い
物
を
ほ

と
ん
ど
し
な
い
、
と
い
っ
た

具
合
だ
。
一
方
で
、
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ
や
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
と
い

っ
た
検
索
エ
ン
ジ
ン
経
由
で

独
自
ド
メ
イ
ン
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
に
来
店
す
る
ユ
ー
ザ
ー
は

多
様
な
客
層
が
混
在
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
独
自
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
の
存
在
は
必
須
と
言

え
る
。
初
め
か
ら
楽
天
市
場

の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
事
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
像
に
組
み
込
む
の

で
あ
れ
ば
別
だ
が
、
多
く
の

場
合
自
社
製
品
を
買
っ
て
く

れ
そ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
持
つ
人
、
と
い
う
括
り
か

ら
ペ
ル
ソ
ナ
を
具
体
化
し
て

い
く
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
、
利
用

シ
ー
ン
や
利
用
用
途
で
合
致

し
商
品
を
購
入
し
て
く
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
楽
天
市
場
で

も
Ａ
ａ
ｍ
ｚ
ｏ
ｎ
で
も
構
わ

な
い
、
と
考
え
る
の
が
普
通

だ
ろ
う
。
売
り
手
側
で
購
買

防
ぐ
こ
と
が
叶
う
。
Ｅ
Ｃ
事

業
は
固
定
費
が
小
さ
く
変
動

費
が
大
き
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
３
年

先
の
時
代
が
読
み
に
く
い
今

の
市
場
環
境
下
で
も
小
さ
い

リ
ス
ク
で
大
き
な
リ
タ
ー
ン

を
期
待
で
き
る
優
良
事
業

だ
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

特
性
を
考
え
れ
ば
、
店
舗
出

店
毎
に
人
を
雇
う
と
い
う
よ

う
な
固
定
費
を
肥
大
化
さ
せ

る
策
は
絶
対
に
し
て
は
い
け

な
い
。
Ｅ
Ｃ
年
商
１
億
円
規

模
の
企
業
で
も
、
受
注
担
当

者
は
１
人
と
い
う
の
が
一
般

的
だ
。
逆
に
言
え
ば
、
１
人

で
到
底
回
ら
な
い
と
感
じ
て

い
る
企
業
が
あ
れ
ば
、
何
か

し
ら
非
効
率
な
作
業
が
生
じ

て
し
ま
っ
て
い
る
か
、
そ
も

そ
も
の
業
務
処
理
能
力
に
欠

け
る
か
の
ど
ち
ら
か
だ
。

チ
ャ
ネ
ル
の
制
約
を
設
け
客

層
を
狭
め
る
理
由
は
ど
こ
に

も
な
い
。
強
い
て
上
げ
る
と

す
れ
ば
出
店
経
費
・
受
注
管

理
の
問
題
だ
が
、
こ
れ
に
は

ご
く
単
純
な
解
決
策
が
あ
る
。

　

ま
ず
出
店
経
費
は
構
築
費

用
な
ど
出
店
時
に
一
時
的
に

発
生
す
る
も
の
と
、
売
上
が

立
つ
ご
と
に
発
生
す
る
も

の
、
売
上
に
関
係
な
く
月
額

固
定
で
か
か
る
も
の
の
３
つ

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
特
に
大

き
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
が

伴
う
の
が
１
つ
め
の
構
築
費

用
等
に
つ
い
て
だ
が
、
Ｅ
Ｃ

事
業
の
特
性
上
、
た
く
さ
ん

の
お
店
に
出
店
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
１
店
舗
当
た
り
の
費
用

は
割
安
に
な
っ
て
い
く
。
店

舗
構
築
費
用
の
多
く
を
占
め

る
の
が
写
真
撮
影
費
用
や
デ

ザ
イ
ン
費
用
で
あ
り
、
そ
れ

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
浸
透
と
共
に
１

億
総
メ
デ
ィ
ア
時
代
と
な
っ

て
以
降
、
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
タ

ー
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と

い
う
働
き
方
は
急
速
に
拡
大

し
、
今
や
随
分
定
着
し
た
。

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
も
ま
だ

流
行
ら
な
か
っ
た
頃
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
い
う
言

葉
は
な
く
、
ア
フ
ィ
リ
エ
イ

タ
ー
と
だ
け
呼
ば
れ
て
い
た

よ
う
に
思
う
が
、
当
時
は
な

ん
だ
か
ネ
ッ
ト
で
収
入
を
得

て
い
る
胡
散
臭
い
人
た
ち
、

ら
は
多
店
舗
展
開
に
際
し
て

は
複
製
し
て
い
く
の
み
だ
か

ら
だ
。
そ
れ
だ
け
で
出
会
え

な
か
っ
た
新
た
な
客
層
と
出

会
え
る
よ
う
に
な
る
の
だ
か

ら
、
実
店
舗
の
出
店
戦
略
の

よ
う
に
気
を
使
う
必
要
は
な

い
。
た
だ
し
、
独
自
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
を
構
築
す
る
際
、
多
店

舗
展
開
を
想
定
せ
ず
に
独
自

性
の
強
い
デ
ザ
イ
ン
構
築
を

行
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る

と
、
後
に
な
っ
て
余
計
な
費

用
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で

注
意
が
必
要
だ
。

　

次
に
受
注
管
理
は
複
数
店

舗
の
在
庫
や
受
注
デ
ー
タ
を

一
元
管
理
で
き
る
便
利
な
ツ

ー
ル
が
月
額
１
０
，
０
０
０

円
程
度
か
ら
レ
ン
タ
ル
で
き

る
の
で
、
そ
う
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と

で
業
務
が
煩
雑
に
な
る
の
を

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し

て
い
た
。
株
式
会
社
フ
ァ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は

ア
フ
ィ
リ
エ
イ
タ
ー
と
企
業

を
繋
ぐ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
国
内
最
大
手
企
業
だ
。
Ａ

８
ネ
ッ
ト
と
い
う
サ
イ
ト
で

は
日
々
、
ブ
ロ
グ
を
書
い
て

収
入
を
得
た
い
と
考
え
る
メ

デ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
人
と
、

そ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
に
自
社

製
品
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
る
企
業
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
が
盛
ん
に
お
こ
な

　
全
菓
連
で
は
、
食
品
業
界
専
門
の
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
で
あ
る
吉
田
圭
良
氏
（
リ
ラ
イ
ズ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
チ
ー
フ
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）
を
講
師
に
迎
え
「
菓
子
業
界
の
た
め
の
Ｅ
Ｃ
参

入
・
強
化
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

　

前
号
よ
り
続
く
。

て
い
た
の
か
を
調
査
す
る

と
、
12
月
20
日
～
26
日
の
週

に
最
も
検
索
が
増
え
、
８
月

30
日
～
９
月
５
日
の
週
に
検

索
が
現
れ
始
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
の
販
売
期
間
は
８
月
30
日

～
12
月
26
日
ま
で
行
っ
て
お

く
べ
き
だ
、
と
言
え
る
。
予

約
販
売
を
仕
掛
け
る
こ
と

で
、
早
い
段
階
か
ら
探
し
て

　

即
日
発
送
が
重
要
な
理
由

は
ユ
ー
ザ
ー
都
合
だ
け
で
は

な
い
。
企
業
側
に
と
っ
て
も

こ
れ
に
適
応
す
る
た
め
に
努

力
を
す
る
価
値
が
あ
る
。
例

え
ば
冒
頭
に
も
紹
介
し
た
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
Ｔ
ｒ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

で
２
０
２
０
年
に
「
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
」
と
い
う
検
索

が
い
つ
ど
の
く
ら
い
行
わ
れ

い
る
意
欲
の
高
い
ユ
ー
ザ
ー

に
商
材
の
認
知
を
さ
せ
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
早
期
受
注

獲
得
を
得
る
機
会
に
も
な
る
。

　

逆
に
即
日
発
送
体
制
を
整

え
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
注
文
を
受

け
付
け
る
事
で
、
需
要
の
ピ

ー
ク
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
注
文
を
受
け
て
か
ら
１

週
間
以
内
に
発
送
な
ど
と
い

う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

戦
う
前
か
ら
機
会
損
失
確
定

況
は
求
人
し
た
い
企
業
に
と

っ
て
は
低
い
採
用
コ
ス
ト
で

良
い
人
材
と
出
会
え
る
好
機

だ
。
今
の
う
ち
に
優
秀
な
メ

デ
ィ
ア
を
探
し
て
取
り
込
ん

で
お
く
の
が
良
い
。
九
州
の

ＥＣ参入・強化戦略ＥＣ参入・強化戦略
吉田圭良氏（リライズコンサルティング株式会社・チーフ経営コンサルタント）

菓子業界のための菓子業界のための
そ
の
④

旬
が
明
確
な
商
品
は『
予
約
受
付
』で
早

期
獲
得
を
実
施
せ
よ
！

７

ど
こ
で
買
う
か
は
客
に
任
せ
よ
！『
多
店

舗
展
開
』で
効
率
良
く
売
上
Ｕ
Ｐ

８

自
店
独
自
の『
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
』作
り
を
開

始
せ
よ

10

増
え
る
ネ
ッ
ト
上
の
販
売
員『
ア
フ
ィ
リ
エ

イ
タ
ー・イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
』を
活
用
せ
よ

９

で
あ
る
。

　

先
に
紹
介
し
た
シ
ュ
ト
ー

レ
ン
は
ま
さ
に
こ
の
考
え
方

に
基
づ
く
販
売
戦
略
を
徹
底

し
、
早
く
か
ら
販
売
期
間
を

定
め
逆
算
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
企
画
準
備
を
す
す
め
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し

ま
で
細
か
に
積
み
上
げ
て
い

く
事
で
競
合
各
社
よ
り
も
高

額
な
商
品
を
数
多
く
売
る
事

に
成
功
し
た
の
だ
。

　

こ
こ
ま
で
、「
誰
が
・
何

を
・
い
つ
」
買
う
の
か
と
い

う
３
つ
の
要
素
を
一
気
通
貫

さ
せ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
成

功
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え

て
き
た
。
続
い
て
は
、「
ど

こ
で
」
買
う
の
か
と
い
う
チ

　

メ
デ
ィ
ア
の
み
な
ら
ず
、

今
の
う
ち
に
囲
い
込
ん
で
お

き
た
い
の
が
Ｅ
Ｃ
顧
客
だ
。

Ｅ
Ｃ
市
場
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
も
た
ら
し
た
時
流
の
加
速

に
よ
っ
て
大
幅
に
前
進
し
た
。

　

今
は
成
長
を
続
け
て
い
る

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が
人
気
の
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は
す
で
に

Ａ
８
ネ
ッ
ト
経
由
で
月
間
約

３
０
０
件
の
新
規
獲
得
に
成

功
し
て
い
る
。

　

３
月
16
日
の
23
時
36
分

頃
、
宮
城
及
び
福
島
に
お
い

て
最
大
震
度
６
強
の
地
震
が

発
生
し
た
。
組
合
員
の
人
身

被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

建
物
や
設
備
の
被
害
が
多

く
、全
部
で
52
件
と
な
っ
た
。

各
県
別
組
合
員
の
被
害
は
、

次
の
通
り
。

　

〇
岩
手
県
・
７
件

　

〇
宮
城
県
・
28
件

　

〇
福
島
県
・
16
件

　

〇
群
馬
県
・
１
件

（
４
月
11
日
現
在
）

　
リ
ラ
イ
ズ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
㈱
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事
業
部
チ
ー
フ
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
・
吉
田
圭
良

〒
５
４
１
―
０
０
５
２　

大

阪
市
中
央
区
安
土
町
３
―
４

―
５　

本
丸
田
ビ
ル
３
Ｆ

Ｔ
ｅ
ｌ
：
０
６
―
４
７
０
８

―
６
０
４
４

４
月
19
日
、
菓
祖
中
嶋

神
社
献
菓
祭
お
よ
び
福

引
抽
選
会
、
中
嶋
神
社
・
Ｊ

Ｒ
伊
万
里
駅
前
、
伊
万
里
市

行
事
予
定

佐賀

東
北
地
方
の
地
震

被
害
状
況

菓 子 工 業 新 聞令和４年４月15日 第997号（７） 平成元年２月９日
第三種郵便物認可（ ）（毎月 15 日発行）



サ
ク
ラ
杏
仁
ぷ
り
ん

（
約
14
個
）

日
本
菓
子
専
門
学
校
　
長
澤
真
悟
教
師

〈
道
明
寺
羹
〉

粉
末
寒
天
…
…
…
…
…
１
ｇ

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
１
０
６
ｇ

ト
レ
ハ
…
…
…
…
…
…
26
ｇ

水
…
…
…
…
…
…
１
１
６
㎖

ハ
ロ
ー
デ
ッ
ク
ス
…
…
５
ｇ

キ
ル
シ
ュ
ワ
ッ
サ
ー
…
５
ｇ

道
明
寺
粉（
３
ツ
割
）…
10
ｇ

上
白
糖
…
…
…
…
…
…
６
ｇ

熱
湯
…
…
…
…
…
…
…
14
ｇ

※
15
ｇ
流
し

※
道
明
寺
淡
赤
着
色
（
濃
い

め
）

※
塩
漬
け
桜
花
（
塩
抜
き
）

途
中
配
置

〈
杏
仁
豆
腐
〉

粉
末
寒
天
…
…
…
１
・
５
ｇ

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
…
…
40
ｇ

水
…
…
…
…
…
…
２
２
０
㎖

牛
乳
…
…
…
…
…
１
２
０
ｇ

生
ク
リ
ー
ム（
42
％
）…
50
ｇ

杏
仁
霜
…
…
…
…
２
・
５
ｇ

※
25
ｇ
流
し

〈
サ
ク
ラ
ぷ
り
ん
〉

ル
・
カ
ン
テ
ン
ウ
ル
ト
ラ

　
　
　
　

…
…
…
８
・
４
ｇ

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
１
０
２
ｇ

水
…
…
…
…
…
…
１
０
２
㎖

牛
乳
…
…
…
…
…
２
０
４
ｇ

額
な
し
桜
花（
刻
み
）…
９
ｇ

キ
ル
シ
ュ
…
…
…
…
…
５
ｇ

※
25
ｇ
流
し

※
淡
赤
着
色

※
桜
花
は
18
ｇ
で
計
量
↓
ゆ

す
い
で
９
ｇ

〈
包
材
〉

キ
ュ
ー
ブ
カ
ッ
プ

【
工
程
】
サ
ク
ラ
ぷ
り
ん

❶
額
な
し
の
桜
花
を
塩
抜
き

し
刻
む
。

❷
ル
・
カ
ン
テ
ン
ウ
ル
ト
ラ

と
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
粉
体
混

合
す
る
。

❸
水
と
牛
乳
を
一
緒
に
し
２

を
加
え
て
火
に
か
け
、
一
煮

立
ち
さ
せ
る
。

❹
刻
ん
だ
桜
花
、
キ
ル
シ
ュ

を
加
え
て
一
煮
立
ち
後
、
淡

赤
色
に
着
色
し
て
カ
ッ
プ
に

25
ｇ
流
す
。

【
工
程
】
杏
仁
豆
腐

❶
粉
末
寒
天
と
水
を
一
緒
に

し
、
沸
騰
さ
せ
る
。

❷
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
加
え
一

煮
立
ち
さ
せ
、
牛
乳
、
生
ク

リ
ー
ム
を
加
え
軽
く
沸
騰
さ

せ
る
。

❸
杏
仁
霜
を
加
え
、
一
煮
立

ち
後
カ
ッ
プ
に
25
ｇ
流
す
。

【
工
程
】
道
明
寺
羹

❶
淡
赤
色
に
染
め
た
熱
湯
を

道
明
寺
粉
に
吸
水
さ
せ
、
５

分
程
お
く
。

❷
上
白
糖
を
岡
混
ぜ
し
、
10

分
程
寝
か
せ
る
。
塩
漬
け
桜

花
を
塩
抜
き
し
て
お
く
。

❸
蒸
し
布
巾
を
敷
い
た
セ
イ

ロ
に
の
せ
、
15
分
程
蒸
す
。

❹
粉
末
寒
天
と
水
を
一
緒
に

火
に
か
け
て
沸
騰
さ
せ
、
グ

ラ
ニ
ュ
ー
糖
と
ト
レ
ハ
を
加

え
る
。

❺
Ｂ
ｒ
ｉ
ｘ
60
℃
位
ま
で
煮

詰
め
、
ハ
ロ
ー
デ
ッ
ク
ス
、

キ
ル
シ
ュ
を
加
え
る
。

❻
蒸
し
上
げ
た
道
明
寺
に
錦

玉
液
を
徐
々
に
加
え
る
。

❼
粗
熱
を
抜
き
カ
ッ
プ
に
15

ｇ
流
し
、
塩
漬
け
桜
花
を
配

置
。

【
制
作
メ
モ
】

　

３
層
に
流
し
合
わ
せ
た
春

ら
し
い
流
し
も
の
で
す
。

　

一
層
目
は
ル
・
カ
ン
テ
ン

ウ
ル
ト
ラ
を
使
用
し
た
な
め

ら
か
プ
リ
ン
。

　

塩
抜
き
し
て
刻
ん
だ
額
な

し
の
桜
花
、
キ
ル
シ
ュ
を
加

え
て
桜
風
味
に
仕
上
げ
て
い

ま
す
。

　

二
層
目
は
、
杏
仁
霜
を
使

用
し
た
杏
仁
豆
腐
。
杏
仁
の

風
味
、
生
ク
リ
ー
ム
の
コ
ク

が
豊
か
で
す
。

　

三
層
目
は
、
道
明
寺
を
使

っ
た
道
明
寺
羹
（
み
ぞ
れ

羹
）
。
淡
赤
色
に
染
め
た
道

明
寺
を
桜
に
見
立
て
、
錦
玉

羹
に
舞
っ
て
る
様
子
を
表
し

ま
し
た
。

【
工
程
詳
細
】

道
明
寺
羹

　

み
ぞ
れ
羹
と
も
呼
ば
れ
、

錦
玉
羹
に
約
10
％
前
後
の
道

明
寺
を
混
ぜ
た
も
の
で
す
。

流
し
合
わ
せ
る
際
、
高
い
温

度
で
流
し
合
わ
せ
る
と
道
明

寺
が
浮
い
て
い
る
よ
う
に
仕

上
が
り
、
40
℃
位
の
温
度
帯

で
流
し
合
わ
せ
る
と
全
体
に

舞
っ
て
い
る
よ
う
に
仕
上
が

る
の
で
用
途
に
よ
っ
て
調
整

す
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
道
明
寺
は
餅
で
す
の

で
、
カ
ッ
ト
す
る
と
断
面
が

切
り
ず
ら
く
、
汚
く
な
り
ま

す
の
で
包
丁
仕
上
げ
に
は
向

い
て
い
ま
せ
ん
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。
道
明
寺
や
錦
玉

羹
の
色
を
変
え
る
こ
と
で
シ

ー
ズ
ン
通
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
の
で
利
便
性

が
高
い
と
こ
ろ
も
良
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

ト
レ
ハ
は
甘
味
調
整
と
保

水
性
向
上
の
目
的
で
加
え
て

い
ま
す
が
、
砂
糖
の
み
で
も

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
ロ
ー

デ
ッ
ク
ス
は
離
水
防
止
、
甘

味
調
整
の
目
的
で
加
え
て
い

ま
す
。
水
飴
で
も
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
キ
ル
シ
ュ
は
風
味

付
け
の
目
的
で
加
え
て
い
ま

す
。

サ
ク
ラ
ぷ
り
ん

　

ル
・
カ
ン
テ
ン
ウ
ル
ト
ラ

は
、
低
ゼ
リ
ー
強
度
の
寒
天

で
、
な
め
ら
か
で
ト
ロ
ッ
と

し
た
食
感
に
仕
上
が
り
ま

す
。
寒
天
の
約
１
／
20
程
度

の
凝
固
力
で
、
約
80
℃
で
融

解
、
約
30
℃
で
凝
固
す
る
の

で
加
熱
に
よ
る
素
材
の
風
味

を
損
い
に
く
い
点
や
、
乳
製

品
と
の
相
性
が
良
い
の
が
特

徴
で
す
。
砂
糖
と
粉
体
混
合

を
し
て
使
用
し
ま
す
。

　

額
な
し
の
桜
花
は
「
山
眞

産
業
」か
ら
出
さ
れ
て
い
る
、

額
の
つ
い
て
い
な
い
花
び
ら

の
み
の
製
品
で
す
。塩
抜
き
、

水
切
り
後
、
約
50
％
の
重
量

に
な
り
ま
す
。

　

キ
ル
シ
ュ
を
使
用
す
る
こ

と
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
風
味
を

つ
け
て
い
ま
す
。
リ
キ
ュ
ー

ル
系
の
材
料
は
火
に
弱
く
気

化
し
や
す
い
の
で
、
工
程
の

最
後
に
加
え
る
よ
う
に
す
る

と
風
味
を
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
風
味
付

け
な
の
で
味
付
け
と
し
て
は

向
い
て
い
ま
せ
ん
し
、
多
量

に
加
え
て
し
ま
う
と
ア
ル
コ

ー
ル
が
残
る
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

杏
仁
豆
腐

　

杏
仁
霜
を
使
用
し
た
杏
仁

豆
腐
で
す
。
寒
天
を
使
用
し

て
い
る
の
で
つ
る
っ
と
し
た

食
感
が
良
い
で
す
。

　

杏
仁
霜
は
「
杏
仁
」
と
呼

ば
れ
る
ア
ン
ズ
の
種
子
の
中

に
あ
る
「
仁
〜
サ
ネ
・
ジ
ン

〜
」を
す
り
潰
し
た
も
の
で
、

杏
仁
豆
腐
に
使
わ
れ
る
事
が

多
く
、
甘
い
香
り
が
特
徴
で

す
。
牛
乳
と
相
性
が
良
く
、

生
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
加
え
る

と
コ
ク
が
増
し
、
よ
り
風
味

豊
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

杏
仁
霜
は
香
り
が
飛
び
や
す

い
の
で
工
程
の
最
後
に
加
え

る
と
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

サクラ杏仁ぷりん
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　全菓連では、組合員様の販売機会の増大
を目的として、店舗・商品情報をスイーツ
プラザに掲載中です。新規登録・修正は、
全菓連ＨＰ「お菓子何でも情報館」から、
手軽に行えます。
　スイーツプラザには、組合員様の店舗の
地図や商品情報、ＨＰやＥＣサイト等への
リンクが掲載され、旅行者等の来店やサイ
ト訪問者数の増加が期待できます。
　組合員様でしたら業態に関わらずどなたで
も登録できます。小売りしていないメーカー
様でも、商品紹介や通信販売のＵＲＬ、取扱
い店舗の紹介などを掲載できます。
　掲載に当たり、費用は一切かかりません。

ＨＰから簡単に登録ができます。掲載無料。

全菓連スイーツプラザ掲載の
ご案内

　新規登録・修正は全菓連ＨＰ
（http://www.zenkaren.net/
お菓子なんでも情報館で検索）
の特設バナーをクリックし、登
録ページで必要事項と写真を入
力するだけです。
　なお、掲載まで多少お時間が
かかる場合があります。

・菓子工業新聞を郵送時の、帯封記載の６～
７桁の番号が入力に必要です（図参照）。
番号が不明の場合は、ご加入の都道府県菓
子工業組合にご確認ください。
・店舗写真や商品写真は、１枚あたり１Ｍ
Ｂまでになります。あらかじめ、画像編
集アプリ・サイト等を利用して容量を調
整してください。

登録の際の注意事項

入力時に必要な帯封の番号

購読をご希望の方は全国菓子工業組
合連合会宛て電話か FAX若しくは
メールでお申し込みくださいますよ
うお願い致します。
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